
 

                                        

 

 

 

  

１ 服装 

  夏服期間は６月～１０月です。それ以外は冬服期間です。 

 個人の判断で、どちらの服装でも良い移行期間が１か月程度あります。天候や気温に合わせて着用 

 しましょう。それぞれ体型にあった制服、校内服を着用しましょう。 

通 学 時  

 ＜学生服＞ 

 冬服期間 → 詰め襟の標準服（ボタンは北中のマークの入ったもの） 

 夏服期間 → 標準服のズボンに半袖または長袖の白無地のワイシャツ      

 ①カラー付きの制服はカラーを外さないこと。 

 ②ベルトは黒の無地。 

 ③冬期は制服の下にワイシャツか体操服を着る。（ジャージを制服の下に着用することは不可） 

 

＜セーラー服＞ 

 冬服期間 → 指定のセーラー服に紺のネクタイ 

 夏服期間 → セーラー服のスカートに半袖または長袖のブラウスかワイシャツ      

 ①セーラー服の下には白のブラウスか体操服を着る。（ジャージは不可） 

 ②スカートは膝がかくれる長さであること。 

 ③ネクタイを着用する。 

 

＜防寒具＞ 

 ①防寒具として、部活で使用しているウインドブレーカーか、黒または紺で無地のコート類の着用 

  を認める。ただしダウンジャケットやベンチコートは不可。マフラー（黒、紺、グレー）は防寒 

  着の中につけること。（ウインドブレーカーは部活動に入部していないものは担任の許可が必要） 

 ②手袋は５本指のものでミトン型は不可。 

 ③制服の下にセーター（黒、紺、グレー）の着用可。着用するセーターは無地であること。 

  ホクブートレーナーの着用も可。ボタンのついたカーディガンタイプは不可。 

 ④ネックウォーマーの着用を可とする。（黒、紺、グレー）の無地もしくはワンポイントのものと 

  する。 

 

校 内 

  ① 気温に合わせてジャージ上下、体操服、ハーフパンツを着用する。                   

  ② 体操服の裾はズボンの中に入れる。                                                      

  ③ 体にあった大きさのものを着用し袖から手を出す。                                 

  ④ 寒い場合は体操服とジャージの間に通学時に着用しているセーターの着用可。 

 ⑤ ホクブートレーナー・長袖はジャージの中に着用することは可。 

ホクブーT シャツのみでの校内での生活は不可。 

そ の 他 

① 靴下の色は制服と調和のとれるものとする。 

② 靴下はくるぶしがかくれるものとする。 

③ 休日などに登校する時は、制服か校内服または、部活動の服装であること。 

④ 入学式・卒業証書授与式などの儀式では、冬服にワイシャツ、ブラウスを着用すること。  

  ※式典の際には、必ず着用すること。 



２ 頭髪 
身だしなみとしてふさわしいものとし、相手によい印象を与えるものとする。 

清潔感のある髪型であること 

 学習に支障がないこと 

 公の場にふさわしいこと 

  

３ 通学靴・上履き（両方ともかかとをつぶしてはかないこと） 

(1)通学靴 

 ①体育で活動しやすい運動靴であること。 

 ②色は制服と調和をとれるものとする。 

(2)上履き 

①上履きは本校指定で学年カラーのもの。 

②かかとの部分（外側）に必ず名前を書くこと。記名以外のいたずら書きをしないこと。 

 

 
４ 通学バッグ（リュックサック） 

① 本校指定のバッグ（リュックサック）を使用すること 

 ② 持ち物が多い時には、学校指定のサブバックを使用すること。 

 ③ 授業のない日にはサブバックのみでの登校を許可する。 

 ④ 学年、学級、氏名等必ず記入すること。 

⑤ 目印のためにキーホルダーや、お守り等を付ける場合は１つまで可とする。 

⑥ バッグには落書きをしたり、ステッカーをはったりしないこと。 

⑦ 土日の部活動も含め、サブバックを背負って登下校しないこと。 

 
５ 校内生活の約束 

(1)持ち物について 

 ①授業で使用するもの以外＝不要物は持ってこないこと。これまでにゲーム類、漫画、雑誌、携 

 帯電話、飴・ガムなどを持ってきたことが大きなトラブルに発展しています。 

 ②体調管理、熱中症予防のため通年水筒の持参を認める。必ず水筒で持参すること（缶や瓶、ペ 

 ットボトルは不可）。水筒の中身は水、茶類、またはスポーツドリンクとする。 

 ③部活動で使用する道具については、部活動時以外は使用せず自分で管理すること。 

 ④頭髪を整えるためのクシや携帯カイロやリップクリームなどは場をわきまえるなどマナーを守 

 って使用し、校内のゴミ箱に捨てる事がないようにすること。 

(2)校内での過ごし方について 

 ①何よりも安全のために節度ある落ち着いた学校生活を心がけること。 

 ②他学級の教室に無断で入らないこと。 

 ③必要のない場所・鍵のかかっている教室には入らないこと。 

 ④ベランダは危険なので清掃時以外は出ないこと。 

 

 


